


お客さまの未来と信用を

活かす生活応援企業

イオンクレジットサービスは、金融サービスを通じた

お客さまへの限りない貢献を、永遠（ÆON）の使命

と定めております。

日本、そしてアジアの国々において、「お客さまの未

来と信用を活かす生活応援企業」としてお客さまの

声に耳を傾け、生活に密着した金融サービスをご提

供しております。

併せて、金融サービス業としてのモラルの絶えざる

研鑽や、企業倫理の尊重、環境保全・社会貢献活動

などに積極的に取り組み、お客さまの信頼と期待に

応え続けてまいります。
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ド決済が広がりつつあり、より一層の成長が見込まれてお

ります。

また、当社が事業展開しておりますアジア各国におきまし

ては、高い経済成長を背景とした次代を担う成長市場で

あり、今後も大きなビジネスチャンスがあるものと考えて

おります。

このような環境のなかで、経営の基本方針および中期ビ

ジョンを実現するために、「クレジットカード事業の競争力

強化」「現主力事業の機能を活かした新規事業育成」「海外

事業の拡大」「経営体質の強化」「CSRへの取り組み強化」

を重点戦略として取り組んでまいります。

「クレジットカード事業の競争力強化」では、さまざまなお

客さまのニーズにお応えできる提携カードの開発に努め

るとともに、市場規模が20兆円とも30兆円ともいわれ

る国民年金保険料、健康保険料などの公金決済分野など、

お客さまのニーズに幅広くお応えする新たな決済分野の

開拓に取り組んでまいります。

また、カード会員募集からカード発行までのプロセスを全

面的に改善し、カード会員拡大への対応とサービスレベル

の向上を図ってまいります。

「現主力事業の機能を活かした新規事業育成」では、これ

までクレジットカード事業を通じて培ったノウハウ、機能、

営業基盤を活用し、保険代理店事業、サービサー事業など

の育成に取り組んでまいります。保険代理店事業につき

ましては、データウェアハウスを活用した無店舗販売の強

化に続き、グループ店舗の売り場と連動した「こども総合

保険」「レジャー保険」など商品特性に合わせた保険販売を

推進してまいります。サービサー事業につきましては、国

民年金保険料に加え、地方税や水道料金など、公金分野の

受託拡大に取り組んでまいります。

「海外事業の拡大」では、高い経済成長を続けるアジア各

国におきまして、カード会員の拡大に継続して取り組むと

ともに、さらなる成長を目指し、クレジット周辺業務の事

業化に取り組んでまいります。また、アジア最大の市場で

ある中国におきましては、上海、広州の営業拠点開設に続

き、北京に信用保証会社を設立するとともに、審査、債権

管理、コールセンターなどの充実を図り、将来のクレジッ

トカードビジネス開始に向けて準備を進めてまいります。

「経営体質の強化」では、高い格付けを活かした無担保普

通社債の発行など低利で安定した資金の確保に取り組む

など、財務体質の強化を図ってまいります。また、拡大す

るカード会員募集数への対応とお客さまサービス・機能の

強化に向けて、お客さまのお問い合わせ情報を一元管理

するコンタクトセンターシステムや、ご入金案内をより着

実に、より迅速に行える債権管理システムの開発など、基

幹システムの刷新に継続して取り組んでまいります。

「CSRへの取り組み強化」では、お客さまや株主さまから

の信頼や、安心・安全への期待に応えるため、内部統制の

基本方針に基づき、コンプライアンスへの適合、業務の効

率性向上、適正な財務報告を目的とした内部統制システ

ムの整備に取り組んでまいります。

社会貢献、環境保全活動といたしましては、社会福祉施

設・NPO法人などのチャリティ機能付カードの発行や、

「ときめきポイント」、グループのイオン1％クラブ・環境

財団を通じた国内外の森林保護や社会貢献活動を推進す

るとともに、従業員によるボランティア活動や環境マネジ

メントシステムに基づく環境保全活動に継続して取り組

んでまいります。

これらの重点戦略に着実に取り組むとともに、お客さま

の信頼に応え、すべてのお客さまにご満足いただけるよ

う新たな挑戦を続けてまいります。
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業績概要

2006年2月期は、カード会員募集の強化や、提携カード

の開発を推進するとともに、即時発行サービスの強化や携

帯電話でのカード入会申込受付の開始など、新たな会員募

集チャネルのご提供に努めた結果、連結のカード会員数を

103万人純増の1,610万人へ拡大することができました。

また、マレーシアにおいて外資系ノンバンク初となるクレ

ジットカードの発行開始や、新たにベトナムへ駐在員事務

所を開設するなど海外事業を強化するとともに、保険代理

店事業、サービサー事業など、クレジットカード周辺事業の

業容拡大に取り組みました。

これらの結果、2006年2月期の連結業績は、取扱高2兆

1,830億60百万円（前期比15.8％増）、営業収益1,447

億51百万円（同17.9％増）、営業利益402億31百万円（同

15.0％増）、経常利益401億70百万円（同14.5％増）、当

期純利益212億62百万円（同13.8％増）と、会社設立以

来の最高益を更新し、株式公開以来12期連続で増収増益

を継続することができました。

中期重点戦略

現在、当社の属するクレジットカード業界は、すでに定着

しつつある公共料金や医療費などの決済に加え、今後は年

金・税金などの公金分野やコンビニエンスストアでのお買

物、公共交通機関の乗車券購入といった小額決済分野など、

これまで現金決済が主流であった領域におきましてもカー

トップメッセージ

クレジットカード事業を中核に、日本、

そしてアジア各国で、お客さまのニーズ

にお応えする魅力的な金融サービスを

ご提供してまいります。

代表取締役社長　森　美樹
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事業概要

当社事業の中核であるクレジットカード事業では、お客さまの多様なニーズにお応え

するため、「イオンカード」を中心に、「トイザらスカード」「サティ・ビブレカード」

「KASUMIカード」などの大手企業との提携カードを多数発行するとともに、積極的な

カード会員の拡大に取り組み、2006年2月期末のカード会員数（単独）は、1,370万

人となっております。また、新たな提携カードとして、2006年6月から、コスモ石油

株式会社との提携による「コスモ・ザ・カード・オーパス」を発行し、新たな顧客層の

開拓に努めております。さらに、カード発行期間の短縮を図るため、口座振替電子設定

端末（INFOX端末）の導入を促進し、自動審査率の向上に継続して取り組むとともに、

電気料金や新聞購読料など、毎月のお支払いが発生する電力会社や新聞店などの加盟

店の拡大や、医療機関の加盟店開発にも積極的に取り組みました。

これらの結果、カードショッピング取扱高（単独）は前期比20.4%増の1兆2,946

億円、年間のカード利用者数を示す年間稼働会員数は、前期比49万人増の766万人

と、業界平均を大幅に上回る伸びを継続することができました。

魅力あふれる会員特典

カードのご利用金額に応じて商品交換や寄附が行える「ときめきポイント」制度の充実

に取り組み、提携加盟店さまとの共同企画によりボーナスポイントをご提供する「とき

めきポイントクラブ」の導入、インターネット上のお買物にご利用いただける「ときめ

きポイント」のWebマネー化を実現いたしました。また、これまで「イオンカード」の

年間ご利用金額が100万円以上の会員さまを対象に、クレジットカード業界で初めて、

年会費無料のゴールドカードの発行を開始したことに加え、ETCカードを含むすべて

のカード盗難保障料を無料にいたしました。また、ETCカードをご利用の会員さまが、

ETCゲートで車両損傷した場合にお見舞金をお支払いする「イオンETCゲート車両損

傷お見舞金制度」の無料付帯など、毎年着実に新たなサービスのご提供に取り組んで

おり、より一層お客さまに選ばれるカード会社を目指しております。

新チャネルへの展開

インターネット上におきまして、総合決済システム「イオンレジ」を開発し、クレジット

カード、銀行振り込み、宅配代引き、コンビニ入金など多彩な決済方法をご提供すると

ともに、クレジットカードご利用明細の照会、各種変更の受け付けを可能とした「イオ

ンカードネットブランチ」や、クレジットカードのスピード発行やスピード融資に対応す

る「カード＆ローンマーケット」、各社の自動車保険の比較購入ができる「保険マーケッ

ト」など充実したサービスをご提供しております。また、携帯電話でのカード入会申込

受付も開始し、新たな会員募集チャネルの開発にも努めております。

マーケティングインフラの活用

より精緻なマーケティング活動を実施するため、カード会員さまの属性・購買履歴情

報、キャンペーンの参加情報に加えて、加盟店さまが保有する売り上げ情報を一元的

に管理・分析する「大規模データウェアハウス」を活用し、お客さま一人ひとりに合わ

せたサービスのご提供を目指しております。

ナショナルブランド企業との戦略的提携

新たな顧客層の開拓やカード稼働率の向上を図るため、ナショナルブランド企業との

戦略的提携による決済機能の多様化に取り組んでおります。2006年2月期は、東日

本旅客鉄道株式会社と「イオンSuicaカード」の発行や、株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ

とケータイクレジット「iD」の導入に関して包括的事業提携を行うことができました。

クレジット関連ビジネスの事業化

多様化するお客さまのニーズにお応えするため、クレジットカード事業に加えて、保険

代理店事業、サービサー事業、ファイナンス事業、カードプロセス事業、デリバリー事

業など、多彩な事業を展開しております。

国内での取り組み
当社は、お客さまの真の満足を追求して

いくために、これからもお客さまの「声」

に耳を傾けることを忘れずに、クレジット

カード事業をはじめさまざまな魅力あふ

れる金融サービスのご提供に努めてまい

ります。

東日本旅客鉄道株式会社との提携記者
会見
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中国・香港
AEON CREDIT SERVICE(ASIA)CO.,LTD./AEON INFORMATION SERVICE（SHENZHEN）CO.,LTD.
AEON Credit Guarantee (China) Co., Ltd.

香港現地法人は、当社初の海外拠点であり、1995年9月に香港証券取引所に上場を

果たし、これまでに営業拠点を20カ所に拡大、加盟店と提携した営業プロモーション

を積極的に展開するとともに、提携カードの開発を行い、カード会員数は約90万人

（2006年2月期末）となっております。また、中国のカード決済ネットワークである

「中国銀聯（チャイナユニオンペイ）」と提携し、広州地区の同社加盟店の開放やATMの

相互開放を開始いたしました。さらに中国現地法人では、中国全土でのクレジット

ビジネス開始を目指し、審査、債権管理、コールセンターの各種代行業務を行うセン

ター機能を充実させております。2006年8月には交通銀行と信用保証事業に関する

業務提携を行い、信用保証事業を開始いたしました。

タイ
AEON THANA SINSAP(THAILAND)PLC./ACS CAPITAL CORPORATION LTD.
ACS INSURANCE BROKER(THAILAND)CO.,LTD.

タイ現地法人は、1992年に設立以降香港に次ぐ海外拠点として順調に業容を拡大し、

2001年にタイ証券取引所に上場を果たしております。同社では、さまざまな提携

カードを発行するとともに、会員募集の強化に取り組んだ結果、現在のカード会員数は

タイ国内トップクラスの約140万人（2006年2月期末）となりました。さらに、経済

成長に伴う保険加入需要を取り込むため「ACS INSURANCE BROKER

（THAILAND）CO.,LTD.」を設立、損害保険代理店の営業ライセンスを取得し営業を

開始いたしました。クレジット事業を通じて培った顧客分析ノウハウおよび顧客デー

タベースを活用し、請求書やダイレクトメールとテレマーケティングを合わせ、保険商

品の販売に取り組んでおります。

マレーシア
AEON CREDIT SERVICE(M)SDN.BHD.

マレーシア現地法人は、成長著しいアジアにおける3番目の拠点として1997年に設

立されました。香港、タイで培った海外事業のノウハウを活用し、個品あっせん事業を

中心に業容を拡大するとともに、2005年11月から、外資系ノンバンクとして初めて

クレジットカードの発行を開始し、提携先店舗でのカード会員募集強化により、カード

発行開始からわずか4カ月で3万人（2006年2月期末）のカード会員を獲得しております。

台湾
AEON CREDIT SERVICE(TAIWAN)CO.,LTD./AEON CREDIT CARD（TAIWAN）CO.,LTD.

台湾現地法人は、ハイヤーパーチェス（分割払い）事業におきましては、台湾南部の高雄

に新たに営業拠点を開設し営業ネットワークの拡大に取り組むとともに、家電量販店と

の共同企画の実施など、取扱高の拡大に取り組んでおります。また、クレジットカード

事業におきましては、2002年5月に日系企業として初めてクレジットカード発行ライ

センスを取得し、新しい提携カードの積極的な開発や提携先店舗でのカード会員募集を強

化した結果、カード会員数は10万人（2006年2月期末）に拡大しております。

インドネシア
PT.AEON CREDIT SERVICE INDONESIA

インドネシアにおきましては、2004年8月にジャカルタに駐在員事務所を開設し市

場調査を行い、2006年6月から本格的に事業を開始いたしました。当社が持つ日本

およびアジア各国で蓄積したクレジット事業に関するノウハウを活用し、家電や家具

を対象としたハイヤーパーチェス事業を開始するとともに、加盟店ネットワークの構

築や顧客の組織化など、クレジットカード事業開始に向けた営業基盤の構築に取り組ん

でおります。

その他、アジア地域につきましては、ベトナムのハノイに駐在員事務所を開設し、クレ

ジットビジネス開始に向けた調査を行っております。これら各国での取り組みにより、

2006年2月期の連結営業収益に占める海外事業の割合は、約23％を占めるに至って

おります。今後も、クレジットカード事業を中核とした金融サービス企業として、アジ

ア各国で積み重ねた当社独自のノウハウを活かし、アジアネットワークの拡大に取り

組んでまいります。

海外での取り組み
当社は、日本国内にとどまらず中国・香港、

タイ、マレーシア、台湾、インドネシアで事業

を展開しております。グローバルな視点

からお客さまの生活に密着したサービス

をご提供する企業として、お客さまの

厚いご支持をいただいております。
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コーポレート・ガバナンス

経営の基本方針および中期ビジョンを実現し、変化し続ける社会環境のなかで企業価

値を継続して向上し続けるため、取締役会など意思決定機関において、経営課題に対

する十分な討議および検証を行うことを基本としております。また、意思決定の過程

における客観性および経営全般に関するコンプライアンス確保のため、経営監視機能

および内部統制機能の強化に継続的に取り組んでおります。また、国内外子会社の管

理につきましては、各子会社に対し、当社の取締役会への営業報告を毎月求めるとと

もに、当社の「関連企業管理部」を中心に定期的なミーティングを実施しております。

コンプライアンス

内部統制システムを充実させるために「CSR統括部」の下、品質ISOマネジメントシス

テムを推進する「品質管理室」、お客さまの声を経営に反映させる活動を担う「お客さま

サービス推進室」、コンプライアンス体制を推進する「法務室」、個人情報安全管理対策

を推進する「個人情報保護室」および内部監査部門である「検査室」を設置し、事業活動

においてお客さまにご提供する商品・サービスの品質、業務の有効性・効率性、事業活

動に関わる法令等の遵守について、それぞれの維持・向上に取り組んでおります。

また、全従業員が高い倫理性とコンプライアンスの意識を持った行動が実践できるよ

うに、業務遂行の姿勢、心構え、遵守すべき法令をまとめた「イオンクレジットサービ

ス社員の行動規範」、ならびに「行動規範法令編」を作成しております。これに基づき、

全従業員の教育に継続的に取り組むとともに、法令や行動規範に反する行為を未然に

防ぐことを目的として「イオンクレジットサービス行動規範110番」を設置し、実効性

を高めております。

安心・安全への取り組み

地震などの広域災害によるシステムへの影響を最小限に抑えるため、東京・中部・大阪

の事務集中センター開設に続き、クレジットカード業界初となる基幹システムやオーソ

リシステムの2センター化など、ディザスタリカバリー（災害対策）への取り組みを強

化しております。

また、カードの紛失・盗難によって不正に使用される被害を防止するため、加盟店での

カード利用データを瞬時に判別し、不正使用の可能性が高い取引を見つけ出す「不正検

知システム」を導入するなど、セキュリティの強化に向けて最善の努力を尽くしており

ます。

個人情報保護

個人情報の安全管理対策につきましては、社長を委員長とする「個人情報安全管理委員

会」を定期的に開催し、対策の提案、評価、見直しに継続的に取り組むとともに、全事

業所に配置する「個人情報安全管理者」が、全従業員への教育・研修およびセルフチェ

ックを実施し、個人情報保護に対する意識の向上と法令遵守の徹底を図っております。

また、入退室の管理や、メール、コピー、ファクシミリの使用管理、書類の施錠管理の

徹底を行っております。さらに、個人情報照会システムへのアクセス管理、eメール・

インターネットの使用制限や、パソコンからの外部記録機能の削除、すべてのアクセス

ログの保存・分析、すべての端末への「ダブルログインシステム」を導入しております。

また、2005年8月からはICカードによる全社統一の入退室管理システムを始動させ

ております。

個人情報保護への取り組み

年月 これまでの取り組み
2002年 1月 品質ISO9001の認証取得

5月 コンプライアンス・プログラムの策定
2003年 1月 プライバシーマークの取得

9月 データマネジメントセンターの開設
2004年 3月 個人情報保護室の設置

7月 ISMSの認証取得、TRUSTe＜Web＞の認証取得
2005年 3月 TRUSTe＜携帯＞の認証取得

7月 BS7799の認証取得
2006年 6月 情報セキュリティマネジメントシステムISO27001の認証取得

安心・安全への
取り組み

当社は、お客さまにいつも安心してカー

ドをご利用していただくために厳密な

セキュリティを確立し、個人情報を適正に

管理・利用することが重要な責務である

と認識しております。これからもお客さま

の利便性と安全性の両立を目指し、適切

な施策を取るべく最善の努力を尽くし

てまいります。

東京事務集中センター
中部事務集中センター
大阪事務集中センター

ディザスタリカバリー体制の構築

指静脈認証システム
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環境保全活動

環境や社会に対する感謝と還元の精神の下、国土緑化推進機構との提携によるチャリ

ティ機能付カードの発行や「ときめきポイント」による寄附活動を通じて、全国の森林

保護、自然環境保全活動を支援しております。また、当社が発行するクレジットカード

や、お客さまへお送りする請求書の窓枠には、燃やしてもダイオキシンなどの有害物

質を排出しない、PET-G（非塩化ビニール）素材やグラシン紙を使用しております。

さらに、従業員の制服にはペットボトルを原料とした再生繊維ポリエステル素材を使

用しており、リサイクル活動を通じた環境負荷の低減を目指すとともに、紙資源や電力

の使用量削減、コピー回数の削減などについては、環境ISOマネジメントシステムに

沿った具体的な数値目標を掲げ、継続的に環境保全活動に努めております。このよう

な環境保全活動を継続して推進するため、2001年7月に本社と全国の事業所すべて

を対象として、国際規格である「環境ISO14001」を一括して認証取得しております。

また、国内外の植樹活動や従業員による事業所周辺地域での清掃活動に取り組んでお

ります。

社会貢献活動

これまで、全国58カ所の営業拠点の従業員による地域の社会福祉施設へのボランティ

ア活動の実施や、カードが1枚発行されるごとに1,000円を、さらにお客さまのカー

ド利用金額1,000円につき2円を、当社から社会福祉法人日本点字図書館に寄附する

社会貢献カードを発行し、点字図書や録音図書の制作に役立てております。また、日本

ユニセフ協会を通じたスマトラ沖地震の被災者、米国ハリケーン「カトリーナ」の被災

者、パキスタン・インド地震の被災者への支援募金を行うとともに、24時間テレビ「愛

は地球を救う」キャンペーンに協賛し、全国の事業所や募集カウンター、インターネッ

トでの募金活動を実施しております。

さらに、イオン1％クラブ、イオン環境財団を通じた活動では、アジア・国内での植樹

活動や、「世界遺産知床の森を守ろう募金」の実施など環境保全活動に加えて、地域の

こども参加型のエコロジーミュージカル「天狗のかくれ里」や「ドイツに学ぶエコライ

フツアー」の開催、「愛・地球博」における「こども環境サミット2005」の開催など、社

会貢献活動に積極的に取り組んでおります。

これらの活動が評価され、英国FTSE社※より、社会的責任を果たす信頼性の高い企業

への投資選択をするための世界的指数「FTSE 4 Good Index」に選定されました。

CSRレポートの発行

2005年2月期から、クレジットカード業界で初めてCSRレポートの発行を開始し、社

会から求められているさまざまな責任を再確認するとともに、当社のCSRへの取り組

み状況を継続して報告しております。

環境保全・社会貢献
活動の推進

良き企業市民としての使命を果たすた

めに、地域社会に密着したボランティア

活動からグローバルな環境保全活動まで、

グループをあげた取り組みを行っており

ます。

※ FTSE社について

英国の金融新聞「フィナンシャルタイムズ」とロンドン証券取引所の合弁会社で、1995年に設立されました。イン

デックスの作成、管理の世界大手で、FTSE社の各種指数は世界各地の投資家による投資分析、業績評価などさ

まざまな用途に使用されています。

CSRレポート2006

緑の募金イオンカード

日本点字図書館カード

こども環境サミット2005

従業員による地域の清掃ボランティア
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イオンクレジットサービスのあゆみ

1981年 6月 日本クレジットサービス株式会社として
会社設立

7月 ジャスコカードに関する営業開始

12月 個品あっせん業務の取扱開始
1982年 10月 キャッシングサービスの取扱開始
1984年 4月 貸金業者の登録（関東財務局長（1）第

00215号）
9月 CD（キャッシュディスペンサー）の設置

開始
1985年 5月 保険代理店事業を開始。カード会員を対

象に生命保険の提供をスタート
1986年 5月 ジャスコ・郵便貯金共用カード発行
1987年 10月 香港に支店を開設し、個品あっせん事業

を開始。アジアでの事業展開をスタート
1988年 8月 信販会社、銀行系カード会社とのCD利

用の提携を行う
8月 カード会員を対象に目的ローンの取扱

開始
12月 ビザ・ジャパン協会と提携し、ジャスコ・

VISAカードを発行
1989年 1月 マスターカード・インターナショナルと

提携し、ジャスコ・UCマスターカード発行
2月 （株）ジェーシービーと提携し、ジャス

コ・JCBカード発行
7月 割賦購入あっせん業者の登録（登録番号

関　第17号）
1990年 1月 当社の100％子会社としてエヌ・シー・

エス興産（株）を設立
7月 香港に現地法人AEON CREDIT 

SERVICE（ASIA）CO.,LTD.を設立

1992年 12月 タイに現地法人AEON THANA 
SINSAP（THAILAND）PLC.を設立

1993年 2月 銀行とのCD・ATM利用の提携を開始
1994年 4月 提携カードを発行し、総合あっせん事業

を開始
5月 カード会員を対象に、メンバーズローン

の取扱開始

8月 イオンクレジットサービス株式会社に
商号変更

12月 株式店頭登録
1995年 9月 香 港 の 現 地 法 人 AEON CREDIT

SERVICE（ASIA）CO.,LTD.が香港証
券取引所に株式を上場

1996年 1月 社会福祉施設への寄付、ボランティア
活動を開始

7月 カードプロセスセンターを開設
11月 チャリティ機能付カード「緑の募金イオ

ンカード」を発行
12月 東京証券取引所市場第二部に株式を上場
12月 「ときめきポイント」を通じた、社会福

祉法人日本点字図書館、社団法人国土緑
化推進機構への寄附活動を開始

1997年 7月 マレーシアに現地法
人AEON CREDIT
S E R V I C E（M）
SDN.BHD.を設立

11月 日本トイザらスと提携し、「トイザらス・
カード」を発行

1998年 6月 クレジットカード素材として、燃やして
もダイオキシンの発生しない「PET－
G」の使用を開始

6月 カード会員さま向けサイト「ネットブラ
ンチ」を開設

8月 東京証券取引所市場第一部に指定

9月 当社の100％子会社として、エー・シー・
エス・ファイナンス（株）を設立

1999年 1月 日本郵政公社とCD・ATMネットワーク
利用の提携開始

2月 当社の100％子会社としてエー・シー・
エス債権管理回収（株）を設立

3月 コールセンターを開設
12月 台湾に現地法人AEON CREDIT 

SERVICE（TAIWAN）CO.,LTD.を設立

2000年 1月 銀行との提携により、キャッシュカード
との一体型カード発行

3月 審査センターを開設
3月 カード会員さまにカードご利用明細書を

お送りする封筒の窓枠部分に環境に配
慮したグラシン紙を使用

6月 中国、深 に現地法人
AEON INFORMATION SERVICE
(SHENZHEN)CO.,LTD.を設立

7月 役立つ情報満載のコンテンツ＆ショッピ
ングサイト「イオンマーケット」を開設

10月 ジャスコカードをはじめグループ各社の
カードを統合した「イオンカード」を
発行

2001年 3月 管理センターを開設
6月 業界初の口座振替電子受付サービスを

開始
7月 全国55カ所の営業拠点（本社含む）が環

境 ISO14001を一括認証取得
12月 タイのAEON THANA SINSAP

（THAILAND）PLC.がタイ証券取引所
に株式を上場

2002年 1月 本社の各部署と主要7支店において品質
ISO9001の認証を取得

4月 （株）マイカルと提携し「サティ・ビブレ
カード」を発行

5月 台湾財政部より日系企業として初めて
クレジットカード発行ライセンスを取得

8月 台湾に現地法人AEON CREDIT 
CARD（TAIWAN）CO.,LTD.を設立

2003年 1月 プライバシーマーク取得
2月 品質 ISO9001の認証を全支店・営業

所で取得
9月 個人情報等の重要書類をより厳重に、

一元管理するデータマネージメントセン
ターを開設

9月 日立キャピタル（株）との提携により
「イオンマイカーリース」を開始

12月 業界初となる年会費無料の「イオン
ゴールドカード」を発行

2004年 7月 ISMS（情報セキュリティマネジメント
システム）の認証取得

7月 「TRUSTe」の認証を「イオンカードネッ
トブランチ」「イオンマーケット」のお客
さまサイトにおいて取得

7月 クレジット業界で初めて、ゴールドカー
ド、ETCカードを含む全カードの盗難保
障料を無料化

8月 インドネシアのジャカルタに駐在員事務
所を開設

11月 「イオン投資マーケット」を開設し、国
内初のインターネットを活用した証券仲
介業を開始

2005年 2月 タイに現地法人ACS INSURANCE 
BROKER（THAILAND)CO.,LTD.を
設立

2月 保険代理店事業を開始
8月 ベトナムのハノイに駐在員事務所を開設
8月 フィッチ・レーティングスから日本最高

位（ABPS2＋）となるプライマリー
サービサー格付けを取得

11月 マレーシアのAEON CREDIT 
SERVICE（M）SDN.BHD.が、ノンバン
クとして初めてクレジットカードの発行
を開始

2006年 5月 インドネシアに現地法人PT.AEON
CREDIT SERVICE INDONESIAを設立

6月 コスモ石油（株）と提携し、「コスモ・ザ・
カード・オーパス」の発行を開始

6月 ISO27001の認証を取得
8月 中国、北京に現地法人AEON Credit

Guarantee (China) Co., Ltd.を設立
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代表取締役社長 森　　美樹

専務取締役 営業本部長 神谷　和秀

常務取締役 経営管理本部長 斉藤　達也

常務取締役 情報システム本部長 清永　崇司

取締役 事業開発本部長 河田　和彦

取締役 加盟店開発本部長 上山　政道

取締役 機能開発本部長 近藤　安彦

取締役 マーケティング本部長 高野　清昭

取締役 人事総務本部長 葛西　　謙

取締役 CSR統括部長 山田　義隆

取締役 関東支社長 畠田　公二

取締役 財務経理統括部長 玉井　　貢

1
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3

4
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6

7

8
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11
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取締役

監査役

常勤監査役　谷内　寿照 監査役　杉原　弘泰 監査役　人見　信男 監査役　原　周一郎

●監査役の谷内寿照、杉原弘泰、人見信男、原周一郎の4名は、会社法第2条第16号に定める社外監査役です。
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取締役および監査役
(2006年5月16日現在)
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商号 イオンクレジットサービス株式会社
（英文 AEON CREDIT SERVICE CO., LTD.）

設立 1981年（昭和56年）6月20日

資本金 154億6,650万円

本店 東京都千代田区神田錦町一丁目1番地

本社所在地 東京都千代田区神田美土代町1番地　
住友商事美土代ビル
電話 03（5281）2030（代表）
URL http://www.aeoncredit.co.jp

代表者 代表取締役社長　森　美樹

決算期 毎年2月20日

上場証券取引所 東京証券取引所市場第一部
証券コード 8570

発行済株式総数 52,322,336株※

※2006年1月12日開催の取締役会において、2006年2月
20日最終の株主に対して、2006年2月21日付をもって
普通株式1株を3株に分割することを決議いたしました。こ
れにより、2006年2月21日付から発行済株式総数は
104,644,672株増加し、156,967,008株となってお
ります。

従業員数 3,652人（連結）、801人（単独）

カード会員数 1,610万人（うち海外240万人）
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会社概要
(2006年2月20日現在)

財務ハイライト
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